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研究成果の概要：北陸には特色ある中世の説話画が存し、しかも、現在においても絵解きがなされ、

説話画の機能が生きている。また、近代的なミュージアム展示の前史たる、霊宝の御開帳、宝物展示

が行われている。原口、太田、山崎は、これらの実態調査と所蔵品の悉皆調査を行い、調査報告書を

刊行した。また、太田と原口は説話画の研究会を行ったほか、画家・石崎誠和の協力を得て、複雑な

記号内容をもつ本法寺所蔵「法華経曼荼羅」の描き起こし図を作成し、知見を深めた。 

 

 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００５年度 1,300,000 0 1,300,000 

２００６年度 1,000,000 0 1,000,000 

２００７年度 900,000 270,000 1,170,000 

２００８年度 500,000 150,000 650,000 

  年度    

総 計 3,700,000 420,000 4,120,000 

 

 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：哲学・美学美術史学 

キーワード：展示、コレクション、霊宝、絵解き、勧進、説話イメージ 

 

 

１．研究開始当初の背景 

(1) 北陸には特色ある中世の説話画が存し、し

かも、現在においても絵解きがなされ、説話画

の機能が生きている。また、霊宝の御開帳、宝

物展示が現在も盛んに行われている。しかし、

これらは、主に文学、宗教史、芸能史的アプ

ローチにより、精力的に研究されてきており、

美術史的な観点からの研究が少なかった。 

(2)明治時代に開始されたさまざまな美術制

度や博覧会などの近代的な装置についての

研究は盛んであったが、その前史についての

研究が立ち遅れていた。 
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２．研究の目的 

(1)北陸の大寺院所蔵品を総合的に調査する

ことで、霊宝や宝物コレクションがどのよう

に形成されてきたのかを解明する。 

(2)絵解きや霊宝展示の歴史的変遷を解明す

る。 

(3)説話画の写真資料収集することによって、

図像比較を行い、説話イメージの共有のあり

方を研究し、近代的なオリジナリティ幻想

（オリジナリティが創作のすべてであると

いう言説）の解体を行う。 

 

３．研究の方法 

(1)富山県南砺市城端別院・善徳寺の虫干法

会、南砺市井波別院瑞泉寺の太子伝会の実態

調査。 

(2)善徳寺、瑞泉寺と、高岡市伏木・勝興寺

の所蔵品の実地調査。 

(3)画家・石崎誠和による富山市八尾町・本

法寺所蔵「法華経曼荼羅」の描き起こし図の

制作。 

(4)収集資料を検討する説話画研究会を行う。 

 

 

４．研究成果 

（１）４カ年の研究期間のうち、３カ年を主

に北陸における寺社所蔵書画美術工芸品の実

地調査・写真撮影にあて、実施した。２年目

以降は山崎剛が参加し、充実した調査となっ

た。『越中東方触頭寺院善徳寺歴史資料調査

報告』、『勝興寺宝物展図録』等にそれらの成

果が反映されている。 

(2)北陸の説話画のうち、とりわけ浩瀚な富山

市八尾町本法寺蔵「法華経曼荼羅」二十二幅

の描き起こし図を作成した。描き起こし図作

成にあたった日本画家・石崎誠和には、その

作成手順と、作成過程から得られた知見をレ

ポートしてもらい、本法寺本がどのような過

程を経て作成されたのか、そしてまた見る者

にどのように体験されたのかというという、

いわば「絵の現場」を追体験した。 

(3)太田昌子は複雑な記号内容をもつ説話画

の読み取りにきわめて有効な概念である「空

間細胞」を提唱し、説話画の記号内容の理解

を深めた。 

(4)原口志津子は、本法寺所蔵「法華経曼荼羅」

に関する研究の一部を、ハーバード大学ライ

シャワー研究所で発表した。 

(5)今後、本法寺所蔵「法華経曼荼羅」等のカ

ラー図版を含む総合的研究書刊行を目指した

い。 
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